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ヘルスパイオニアタウン事業

鼎
．
．
郎
蕎
市
鴬
ぱ
杖
．
厘
生
徹
叡
引
，
、
…
、
～
厄
ズ
パ
右
掛
一
、
｛
薦
外
墾
ノ
事
芙
旨
び
、
昭

｛
指
定
を
受
け
、
昭
和
62
年
度
を
初
年
度
に
昭
和
6
4
年
度
ま
で
の
3
か
年
間

｝
募
緬
膿
踏
駿
で
わ
瓢
雛
．
融
嚢
勧
潟
計
畷
．
｛

｛
積
極
的
に
参
加
し
、
健
康
の
増
進
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
②
健
塵
つ
ー
り
事
業
の
標
誕
ポ
ス

　
タ
ウ
ン
事
業
と
は
…
　
夕
－
等
の
募
集
．
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
の
開
催

　
近
年
、
予
防
か
ら
治
療
、
リ
ハ
ビ
　
臼
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進
体
制
の

リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
に
至
る
包
括
的
な
保
　
　
整
備

健
・
医
療
体
制
の
整
備
が
極
め
て
重
①
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
・
健

要
に
な
つ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
開
催

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
　
　
各
種
関
係
機
関
団
体
等
の
健
康
づ

　
　
　
　
か
か

は
、
病
気
に
罹
つ
て
か
ら
治
療
す
る
く
り
推
進
会
議
の
開
催

と
い
う
従
来
の
国
民
健
康
保
険
事
業
②
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
推
進
員
制
度

を
一
歩
前
進
さ
せ
、
公
衆
衛
生
行
政
　
　
の
設
置

と
一
体
と
な
り
、
日
常
の
健
康
管
理
　
　
健
康
づ
く
り
活
動
の
充
実
お
よ
び

や
体
力
づ
く
り
、
各
種
の
健
康
診
査
健
康
診
査
・
健
康
相
談
等
へ
の
参
加

に
ょ
る
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
奨
励
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、

療
に
ょ
り
健
康
で
豊
か
な
地
域
社
会
　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
推
進
員
の
制
度

の
実
現
を
は
か
り
、
国
保
事
業
の
健
を
置
く
。

全
運
営
を
推
進
す
る
整
．
め
の
国
庫
補
③
健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る
関
係
機

助
事
業
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
・
団
体
等
と
の
連
絡
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
健
康
教
育
、
健
康
絹
談
等
の
事
業

昭
和
鯉
年
度
事
業
の
概
要
　
　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
日
常

日
健
康
づ
く
り
活
動
の
意
識
啓
発
　
生
活
の
中
で
生
涯
に
通
じ
る
健
康
づ

　
市
民
全
体
の
健
康
水
準
の
向
上
の
　
く
り
の
推
進
を
は
か
る
。

た
め
、
地
域
・
職
場
ぐ
る
み
で
健
康
　
①
健
康
ま
つ
り
の
開
催

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
本
事
業
の
徹
　
　
健
康
づ
く
り
の
自
覚
と
認
識
を
深

底
を
は
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
め
、
実
践
活
動
を
促
進
す
る
集
い
と

①
広
報
紙
「
ヘ
ル
ス
し
ろ
い
し
」
の
　
す
る
。

　
発
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
健
康
教
室
、
健
康
栄
養
教
室
お
よ

2

び
健
康
相
談
等
の
事
業

ω
健
康
教
室
－
成
人
病
予
防
と
食

　
生
活
改
善
の
充
実

　
　
　
（
自
治
会
単
位
で
実
施
）

㈲
健
康
栄
養
教
室
－
食
生
活
改
善

　
の
充
実
強
化
と
指
導
者
の
養
成

＠
健
康
料
理
講
習
会
－
健
康
料
理

　
と
成
人
病
予
防
の
充
実

口
在
宅
療
養
指
導
拾
よ
び
多
受
診

　
者
へ
の
家
庭
訪
問
指
導

　
適
正
な
受
診
の
生
活
指
導
に
よ

　
り
重
症
化
を
防
止
し
、
個
人
の

　悩み

解
決
を
示
唆
す
る
。

四
体
力
づ
く
り
事
業

　
市
民
の
運
動
不
足
の
解
消
促
進
と

日
常
生
活
の
中
で
の
体
力
づ
く
り
活

動
を
奨
励
し
、
市
民
の
健
康
の
保
持

増
進
を
は
か
る
。

①
体
力
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
実
施

　
ω
歩
こ
う
会
の
育
成

　⑲自

然
観
察
（
山
野
・
薬
草
・
植

　
物
等
）
名
勝
地
、
文
化
財
め
ぐ

　
　
り
等

②
個
々
人
の
ト
リ
ム
ウ
オ
ー
ク
の
普

　
　
及
と
実
践
活
動
の
推
進

　
各
地
に
2
～
5
㎞
の
ヘ
ル
ス
パ
イ

　
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
コ
ー
ス
を
設
け
る

0
市
民
歩
け
歩
け
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

　
の
開
催

④
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

⑤
み
や
ぎ
高
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
の
開
催

⑥
体
力
づ
く
り
活
動
の
指
導
者
研
修

　
会
の
開
催

　
将
来
を
展
望
し
た
健
康
づ
く
り
を

　
推
進
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
・
地

　
域
・
職
場
に
お
い
て
、
歩
け
歩
け

　
の
体
力
づ
く
り
活
動
等
を
推
進
す

　
る
指
導
者
を
養
成
す
る
。

昭和61年度国民健康保険の概要
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一

市
内
全
地
区
参
加
の

市
民
体
育
大
会
に
ご
声
援
を

　
今
回
で
五
十
九
回
を
迎
え
る
市
民
体
育
大
会
は
　
日
和
四
年
十
一
月
三
・

日
に
第
一
回
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
釆
、
昭
和
二
十
年
に
｝
回
休
ん

だ
だ
け
で
毎
年
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
体
出
大
会
で
す
。

　
永
年
の
夢
で
あ
つ
た
市
内
全
地
区

一
堂
に
会
し
て
の
大
会
は
、
グ
ラ
ン

ド
の
都
合
上
開
催
で
き
ず
に
お
り
ま

し
た
が
、
白
石
川
緑
地
公
園
に
陸
上

競
技
場
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

第
五
十
九
回
大
会
か
ら
開
催
で
き
る

、
▼
醤．．壷謹

爆
．

　　　＝　サー柵

　
　
　
　
　
　
庵
曝
・
～
．

　
　
　
　
　
　
、
漣
玩

　
　
　
　
：
、
監
糎

　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
．
瀞
繍

　
　
　
　
　
　
騒

（
昨
年
の
市
民
体
育
大
会
）

は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

全
地
区
民
の
方
々
の
参
加
、
ご
声
援

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
主
催
　
白
石
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
臼
石
市
中
央
公
民
館

▼
期
日
　
十
月
十
日
ω
体
育
の
日

　
　
（
雨
天
の
場
合
は
十
月
十
｝
日
㈲

▼
会
場
　
白
石
川
緑
地
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
陸
上
競
技
場

▼
競
技
種
目

　
　
年
代
リ
レ
ー
・
二
百
歳
リ
レ
ー

　
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
・
四
百
メ

　
ー
ト
ル
釣
物
リ
レ
ー
・
玉
入
競
技

　
綱
引
競
技
・
兄
弟
リ
レ
ー
・
親
子

　
三
代
リ
レ
ー
・
親
子
リ
レ
ー
・
お

　
し
ど
り
競
走
・
職
場
対
抗
リ
レ
ー

　
百
メ
ー
ト
ル
、
老
い
て
ま
す
ま
す

　
健
脚
、
ペ
ア
競
走
・
マ
ス
ゲ
ー
ム

　
民
謡
齢
ど
り
・
社
交
ダ
ン
ス
。

▼
順
位
　
総
得
点
数
の
多
い
地
区

な
諭
駐
車
場
は
、
市
役
所
・
白
石
市

農
協
、
白
石
第
一
小
学
校
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
会
場
お
よ
び
周
辺
の
駐

車
は
堅
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

領臼回めゆ曹励騒高励マ⇔沙ン肉白固か蜀
　
去
る
九
月
六
日
、
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て
、
第
一
回
み
や
ぎ
蔵
王
高
原

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
、
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
コ
ー
ス

を
含
め
、
八
百
五
十
七
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず
、
心
地
よ
い
秋
風

の
中
、
山
口
同
低
差
の
厳
し
い
コ
ー
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
員

完
走
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
地
元
の

皆
様
を
は
じ
め
本
大
会
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
各
関

係
の
方
が
た
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

妓

阪鬼
凶、

置
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マ
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ソ
ン
大
会
上
位
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玉
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9
・
5
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1
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・
0
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1
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1
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氏
　
　
名

長
沢
　
志
政

濱
佃
　
宗
徳

本
郷
　
和
典

矢
久
保
涼
子

高
橋
　
美
花

鈴
木
　
俊
江

佐
久
間
ま
ゆ
み

佐
藤
い
ず
み

小
野
　
美
香

石
川
裕
悦
・
敬
芳

平
間
瀞
男
・
寛
行

安
斎
禮
子
・
大

半
沢
　
伸
也

佐
々
木
　
伸

川
村
　
　
大

遠
藤
　
健
史

石
塚
　
茂
雄

戸
村
　
史
郎

草
問
　
和
美

佐
藤
　
陽
子

渡
部
真
喜
子

遠
藤
　
良
則

伊
藤
　
拓
也

平
井
　
伯
夫

畠
山
　
美
保

斎
藤
美
枝
子

板
宮
　
恵
子

菅
野
　
信
夫

佐
藤
　
　
浩

相
馬
　
清
次

所
属

西

住
ノ」・

古

城

小

白

小

深

谷

小

三
住
分
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平

1尺

小

筆
甫
中

筆
甫
中

自
石
中

仙
台
市

泉
　
　
市

大
河
原
田丁

南
　
　
中

自

石

中

臼
石
中

富
谷
町

仙
台
市

仙
台
市

角
田
市

仙
台
市

臼
石
市

柴
田
町

関
市

亘
理
町

気
仙
沼
市

気
仙
沼
市

仙
台
市

仙
台
市

柴
田
町

瀬
峰
町

第
十
回
皇
回
防
犯
運
動

筋
月
11
日
5
1
0
月
2
0
日

極
左
暴
力
集
団
の

　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ト
溌
見
に
ご
協
力
を
…

　
全
国
防
犯
運
動
が
、
十
月
十
一
日

か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国

　
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
「
第
十
回
記
念
宮
城
県
大

会
」
　
「
全
国
防
犯
キ
ヤ
ラ
バ
ン
」
　
「

防
犯
意
見
発
表
大
会
」
　
「
防
犯
展
」

な
ど
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
防
犯
運
動
で
犯
罪
の
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

霞
動
車
盗
・
侵
入
盗

　
　
稔
ど
轟
犯
の
防
止

　
　
　
　
　
　
鱈
掘
麹
耀
，
零
．

ー
愛
車
へ
の
　
い
た
わ
り
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ア
ロ
ッ
ク
ー

ー
防
犯
は
　
日
ご
と

　
　
　
　
　
家
ご
と
　
地
域
ご
と
ー

　
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
や
銀
行
強
盗
そ
の

他
多
く
の
犯
罪
に
悪
用
さ
れ
や
す
い

自
動
車
盗
や
凶
悪
犯
罪
に
移
行
す
る

お
そ
れ
の
強
い
空
き
巣
、
忍
び
込
み

な
ど
の
侵
入
盗
犯
が
依
然
と
し
て
多

発
し
て
い
ま
す
。
確
実
な
ド
ア
ロ
ツ

ク
、
戸
締
り
で
被
害
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
よ
う
。

　
少
隼
非
行
の
防
止

1
ふ
れ
あ
い
と

　
　
対
話
が
育
て
る
　
子
の
未
来
－

　
万
引
き
、
乗
物
盗
な
ど
の
初
発
型

非
行
に
よ
る
刑
法
犯
少
年
の
数
が
依

然
と
し
て
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
有
害
環
境
浄
化
活
動

を
推
進
し
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
明
る

い
家
庭
を
つ
く
り
、
少
年
の
健
全
育

成
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
よ
う
。

覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
胴
の
防
止

－
覚
せ
い
剤
！

　
　
た
つ
た
一
度
が
　
命
取
り
1

　
覚
せ
い
剤
は
、
暴
力
団
の
有
力
な

資
金
源
と
し
て
少
年
や
主
婦
な
ど
一

般
家
庭
ま
で
侵
食
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の
幻
覚
に

よ
る
通
り
魔
殺
人
事
件
等
も
発
生
し

社
会
不
安
の
大
き
な
原
因
と
な
つ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
覚
せ
い
剤
等
薬

物
乱
用
を
防
止
し
、
暴
力
団
を
壊
滅

し
ま
し
よ
う
。

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
の
防
止

ー
気
を
つ
け
よ
う

　
　
あ
の
手
こ
の
手
の
悪
質
商
法
－

　
商
取
引
き
や
取
引
き
契
約
な
ど
を

装
つ
て
法
律
知
識
に
疎
い
老
人
や
主

婦
を
狙
い
、
金
品
を
だ
ま
し
取
る
悪

質
商
法
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
極
左
暴
力
集
団
は
、
皆
さ
ん
の
ま

わ
り
の
ア
パ
ー
ト
や
貸
家
に
居
住
し
、

善
良
な
市
民
を
装
い
な
が
ら
ひ
そ
か

に
爆
弾
な
ど
を
製
造
し
て
、
一
般
市

民
を
巻
き
込
ん
だ
「
ゲ
リ
ラ
」
事
件

を
引
き
起
こ
し
、
社
会
生
活
に
大
き

な
不
安
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
自
石
警
察
署
管
内
は
、
山

荘
、
貸
別
荘
等
が
多
く
、
東
北
縦
貫

自
動
車
道
等
の
国
土
交
通
幹
線
網
の

整
備
に
よ
り
東
京
都
市
圏
と
も
直
結

し
、
極
左
暴
力
集
団
が
潜
み
や
す
い

環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

●
ド
ア
に
い
つ
も
鍵
を
か
け
、
一
日

　
中
力
ー
テ
ン
を
閉
め
て
い
る
。

●
入
居
者
以
外
の
者
が
出
入
り
し
、

部
屋
に
閉
じ
こ
も
つ
て
い
る
。

●
薬
品
・
火
薬
の
臭
い
や
金
属
を
切

　
る
音
が
す
る
。

●
鋼
管
、
角
材
等
を
持
ち
込
ん
だ
り

　
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
普
通
の
人
と
違
つ
た
不

自
然
な
行
動
や
話
を
、
見
た
り
、
聞

い
た
り
し
た
ら
、
あ
る
い
は
少
し
で

も
変
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
つ
た
ら
、

白
石
警
察
署
あ
る
い
は
も
よ
り
の
派

出
所
・
駐
在
所
ま
た
は
「
極
左
一
一

〇
番
ー
智
〇
二
二
－
二
二
一
I
O
｝

一
〇
」
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　悪質ゲリラ犯人

　　発見にご協力を。

1撫

う
ま
い
話
に
は
必
ら
ず
落
し
穴
が
あ
饗
父
鈍
一
n
父
父
黛
黛
父
父
？
（
父
父
父
父
父
父
父
内
－
n
父
斐
黛
父
父
｛
義
－
箏
箏
嚇

離
非
幣
麓
縄
碇
曇
．
慨
都
市
に
緑
と
公
園
を
！
　
柵

全
国
防
犯
運
動
　
　
　
悌
都
市
に
お
い
て
、
緑
豊
か
茎
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
都
市

　
　
　
防
犯
キ
ヤ
ラ
バ
ン
曲
公
園
な
ど
の
公
的
な
緑
地
の
整
備
を

全
国
防
犯
運
動
第
十
回
中
央
大
会
幡
積
極
的
に
す
す
め
る
と
共
に
、
地
域

記
念
東
北
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
訪
れ
ま
す
。
艶
住
民
の
方
々
や
関
係
諸
団
体
の
参
加

当
日
防
犯
推
進
大
会
が
開
か
れ
ま
す
鴎
と
協
力
に
よ
る
総
合
的
な
都
市
緑
化

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
十
月
七
日
㈱

　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
～
四
時

▼
場
所
　
白
石
市
役
所
大
会
議
室

ー
の
推
進
が
必
要
で
す
。

診
　
そ
こ
で
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団

櫛
体
で
は
、
今
年
も
1
0
月
を
「
都
市
緑

ト
化
月
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
緑
化

つ

運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
市
民
一
本
の

植
栽
運
動
や
、
家
庭
・
職
場
・
学
校

の
緑
化
を
推
進
す
る
な
ど
、
住
民
参

加
に
よ
る
緑
豊
か
な
街
づ
く
り
の
推

進
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

十
月
は

　
　
　
都
市
緑
化
月
間
で
す
。

櫛郵櫛。3｝9診｝櫛。》1つ｝｝魯諦一距》｝導レト》ト葺1

箏
爽
φ
爽
よ
｛
，
盆
ρ
溌
よ
？
n
撃
究
盈
？
R
，
巽
盈
築
謹
よ
㌘
（
？
菰
ρ
鏡
A
学
畿
．
飛
ρ
畿
盈
？
（
？
突
ム
｛
A
？
纂
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ヲ

ぽ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問
⑳

照
ワ
コ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
束
北
工
場

阿回

　
東
北
自
動
車
道
白
石
I
C
の
南
側

の
佐
久
来
地
区
に
工
場
用
地
を
造
成

し
、
昭
和
6
1
年
1
2
月
か
ら
操
業
を
始

め
た
新
し
い
工
場
で
す
。

　
近
年
、
驚
異
的
発
達
を
と
げ
て
い

る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
回
路

の
設
計
か
ら
プ
リ
ン
ト
配
線
板
ま
で
を

一
貫
生
産
し
て
い
る
工
場
で
す
．
、

　
当
工
場
で
設
計
・
生
産
さ
れ
た
プ

リ
ン
ト
配
線
板
に
は
、
電
子
回
路
設
計

市
．

長『

誌

▽
白
石
市
福
岡
深
谷
字
佐
久
来
m

品
の
全
て
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
な
ど
の
電
気
部
品
を

電
線
で
接
続
し
た
の
で
は
複
雑
化
し

大
型
化
し
て
し
ま
い
ま
す
し
、
故
障
「

の
原
因
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
配
線
を
一
枚
の
板
状
に
　

し
た
も
の
が
プ
リ
ン
ト
配
線
板
と
呼
ば
　
一

れ
て
い
る
も
の
で
す
」
と
総
務
部
の

佐
竹
さ
ん
。

　
男
子
3
0
名
、
女
子
1
6
名
の
働
く
工

者
や
調
整
技
術
者
の
立
場
か
ら
の
配
場
内
に
は
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
設
’

慮
が
加
え
ら
れ
、
電
子
技
術
が
駆
使
備
や
設
計
・
原
稿
作
成
用
設
備
が
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
と
の
い
、
多
層
配
線
板
や
両
面
ス
ル

「
プ
リ
ン
ト
配
線
板
と
い
っ
て
も
ピ
ン
　
ー
ホ
ー
ル
配
線
板
な
ど
各
種
の
プ
リ
T

と
こ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
現
　
ン
ト
配
線
板
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

在
各
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
電
気
製
　
　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
は
、
常

～　　∵ ノ’託薪繭鰯 ．

誼哩」麺・　　てr．

瀧轟翻暉．1 1
愛

　
　
　
　
』．

蕪
”

‘
に
小
型
軽
量
化
、
高
能
力
化
が
は
か
百

，
罷
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
な
い
プ
リ

　
ン
ト
配
線
板
も
小
型
化
、
複
雑
化
し
て

　
き
て
い
ま
す
が
、
均
質
で
信
頼
度
の
p

叢
占
口
同
い
製
品
管
理
の
た
め
、
設
計
・
製
．
一

、
，
鮎
・
転
騒
で
き
た
の
で
、
輸
送
の
便
も
よ
く
、

藪
難
爾
地
の
利
を
生
か
し
た
営
業
を
し
て
い

　
　
　柔

｝
く
と
の
こ
と
で
し
た
。
　
　
・

『
』
一
8
月
2
7
日
…
困
　
七
ケ
宿
ダ
ム
建
設

　
　
　
　
　
　
　
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
山
中
七
ケ
宿
ダ
ム
工
事
事
務
所
長

　
に
、
甲
府
工
事
事
務
所
長
へ
の
栄
転

の
内
示
が
あ
っ
た
。

　
　
山
中
所
長
は
か
つ
て
下
戸
沢
地
区

皿
で
た
い
へ
ん
ユ
ニ
ー
ク
な
挨
拶
を
さ

－
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
私
の
名
前
は
山
中
敦
で
す
。
こ
の

下
戸
沢
は
、
山
中
・
七
ケ
宿
街
道
の

』
昔
か
ら
宿
駅
の
一
つ
で
す
が
、
姓
は

そ
の
山
中
で
す
。
な
お
、
こ
の
上
の

上
戸
沢
に
万
蔵
稲
荷
神
社
が
あ
り
ま

す
が
、
私
の
父
の
名
前
は
万
蔵
と
い

い
ま
す
。
川
井
市
長
は
よ
く
、
山
中
・

‘
七
ケ
宿
街
道
の
こ
と
を
東
北
の
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
凹
そ
れ
は
米
の
道
で
あ
り
、

』
塩
の
道
で
あ
っ
た
ー
と
い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
聖
　
『

　
　
　
鴻
㌧
r

　
　
、
、
σ
議
叢
　
饗

　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

浮
互
．

∬葦5無」一
．
ー

i
唱
1
5

罫
、

　
　
［

ダ｝二

了一

そ
う
す
る
と
、
そ
こ
に
あ
る
七
ケ
宿

ダ
ム
は
ロ
ブ
ノ
ー
ル
（
さ
ま
よ
え
る

湖
）
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ダ
ム

は
決
し
て
さ
ま
よ
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
代

　
　
　
　
と
ん
こ
う
　
　
　
　
　
じ

表
的
都
市
敦
煙
の
ト
ン
が
私
の
名
前

あ
つ
し

敦
で
す
」

　
山
中
所
長
に
は
右
岸
道
路
を
含
め

て
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
今

後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を

祈
念
す
る
。

9
月
3
日
㈱
　
大
平
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
校
舎
起
工
式

5
日
㈱
　
東
中
学
校
体
育
館
起
工
式

6
日
㈲
　
み
や
ぎ
蔵
王

　
　
　
　
　
　
高
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
を
発

着
点
に
、
第
一
回
み
や
ぎ
蔵
王
高
原

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

日
は
、
他
に
も
地
区
民
運
動
会
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
。
ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
一
色
で
あ
る
。

8
日
㈹
全
国
こ
け
し
ま
つ
り
（
鳴
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
賞
式

　
授
賞
式
の
席
上
、
　
「
鳴
子
の
工
人

が
良
い
賞
を
と
れ
な
く
て
残
念
」
「
こ

け
し
も
産
地
間
の
競
争
に
打
ち
勝
っ

て
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
声
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
ス
ピ

ー
チ
を
求
め
ら
れ
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

　
「
反
論
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
伝

統
こ
け
し
は
私
の
み
る
と
こ
ろ
東
京

以
西
に
は
ほ
と
ん
ど
進
出
し
て
い
な

い
。
産
地
間
競
争
の
前
に
、
各
二
け

し
の
産
地
が
手
を
結
ん
で
全
国
に
マ

ー
ケ
ツ
ト
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
他
系
統
の
こ
け
し
工
人

に
賞
を
贈
っ
た
こ
け
し
ま
つ
り
に
、

私
は
敬
意
を
表
し
ま
す
」

　
伝
統
こ
け
し
の
場
合
、
産
地
間
競

争
よ
り
も
、
産
地
間
協
力
が
第
一
で

あ
ろ
う
。

9
目
困
　
第
二
百
二
十
九
回
白
石
市

　
　
　
　
議
会
定
例
会
始
ま
る

14

日
㈲
　
長
寿
宅
訪
間

　
市
内
百
歳
以
上
の
お
年
寄
り
、
村

上
と
く
さ
ん
、
島
貫
ま
つ
の
さ
ん
、

早
坂
た
け
さ
ん
の
お
宅
に
お
祝
い
に

参
上
し
、
敬
老
祝
品
を
贈
呈
す
る
。

お
三
方
と
も
、
た
い
へ
ん
か
く
し
ゃ

く
と
し
て
お
ら
れ
る
。

　
全
国
で
も
十
番
目
の
長
寿
者
、
村

上
さ
ん
は
一
〇
八
歳
、
実
に
私
の
ち

よ
う
ど
倍
の
お
歳
で
あ
る
。
島
貫
さ

ん
は
今
で
も
針
仕
事
を
な
さ
っ
て
い

る
と
い
う
。
　
「
よ
く
針
の
穴
に
糸
が
通

せ
ま
す
ね
」
と
質
問
す
る
と
、
「
そ
ん

な
の
簡
単
」
と
の
答
え
、
そ
の
晩
、

さ
っ
そ
く
家
に
帰
っ
て
私
も
試
み
た

が
、
な
か
な
か
通
せ
ず
、
恐
れ
い
る
。

早
坂
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
丈
夫

で
い
て
ほ
し
い
。

［
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蒲

カ
メ
　

ア
一一一一《餌話題を追って　　罵黛’熱羅罠－

　巌
扉　曇講ゴ　蘇
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瞬．、』
郵
、

穿

白石市長杯争奪少年野球大会）
▲「アウト1」
　　　（9月13日

＠

▲国保制度改善強化宮城県大会
　　　（8月26日　中央公民館）

臥礎長祝i蔑

酪
津

、閣

嘗の

鼠
・儀

レ

翼蛎

も
》
』

輻

　
　
　
　
臨

一
》

y
～

廻
！匙

▲「OOさんガンバッテー」
　　　（9月13日　越河地区民体育大会
■堕謄肛」』幽■■■塵【。』皿・姻瞠圃■薗■餉■蝋■幽■幽■幽■■■■野

　　　　　　　　　　　リセ
　　　　　　　　　　　．鰻卿
　　　　　　　　　轟こ　　　』《．＝

　▲白石地区敬老会
　　　　（9月5日　中央公民館）

「の『

藁
と

、

　
・
シ
　
　
　
　
沸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

♪
堕
葺
、
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
〆
ぐ
轍

・
膨
雲
唯
孫の

響
首
、
真
1
鶴

期
潔
噛
、
幾

　
　
　
　
　
　
多
　
く
月

　
　
　
　
　
、
　
ま
⑲

　
　
　
　
　
　
　
　
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

嘩
1

　
　
　
　
　
　
　
，
講

綻臨
　
　
　
　
　
　
　
転
、
6
．

嶺．
蝦， 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

《　9

搾ぐ
コ

W
、

曇
．

叉
．

白石川）

鐸

庶
。
、

、

▲一日救急隊長表敬訪間
　　　（9月8日　市役所

　　　　　　　　　　　　　ぜr・・　レ

ロL　　　　　　“　澤照
　▲第3回小さな親切運動クリーン作戦展開
　　　　（9月20日　鯉とのふれあいの道）
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女
心
に
つ
け
こ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ス
テ
テ
イ
ツ
ク
サ
ロ
ン

　
契
約
方
法
は
非
常
に
強
引

　
　
痩
身
・
脱
毛
・
美
顔
を
専
門
に

し
た
エ
ス
テ
テ
f
ッ
ク
サ
ロ
ン
が
大

は
や
り
で
す
。
と
こ
ろ
が
「
広
告
を

見
て
、
無
料
体
験
コ
ー
ス
を
試
し
に

行
つ
た
ら
強
引
に
契
約
さ
せ
ら
れ

た
」
と
い
う
苦
情
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
無
料
だ
か
ら
と
い
つ
て
油
断

は
禁
物
で
す
。

　
「
道
を
歩
い
て
い
て
呼
び
止
め
ら
れ
、

店
に
連
れ
て
い
か
れ
契
約
さ
れ
ら
れ

た
」
と
か
「
未
成
年
の
た
め
、
年
齢

や
職
業
を
偽
ら
さ
れ
て
ク
レ
ジ
ツ
ト

契
約
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
つ
た
例
も

あ
り
ま
す
。
内
容
は
店
で
技
術
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
と
い
つ
た
形
態
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
高
価
な
化
粧
品
や

健
康
食
品
を
次
々
と
買
わ
さ
れ
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
効
果
に
不
満
の
声

　
き
れ
い
に
な
る
た
め
の
サ
ロ
ン
で

逆
に
「
肌
が
か
ぶ
れ
た
」
　
「
脂
肪
も
み

出
し
を
し
た
が
や
せ
な
か
つ
た
」
な

ど
効
果
に
不
満
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
『
脂
肪
も
み
出
し
』
で
や
せ

る
と
い
う
こ
と
に
否
定
的
な
意
見
の

専
門
家
も
い
ま
す
。

　
エ
ス
テ
テ
イ
シ
ヤ
ン
は

　
　
　
美
容
の
プ
ロ
か
？

　
理
容
業
や
美
容
業
と
異
な
り
、
エ

ス
テ
テ
イ
ッ
タ
サ
ロ
ン
の
場
合
は
、

自
由
に
開
業
で
き
、
衛
生
上
の
規
制

も
受
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
こ
で
働

く
エ
ス
テ
テ
イ
シ
ヤ
ン
に
は
美
容
師

の
よ
う
な
資
格
制
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

毛
穴
に
針
を
刺
し
て
行
う
『
永
久
脱

毛
』
な
ど
は
、
医
師
以
外
の
人
が
行

う
と
医
師
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

●
契
約
を
す
る
前
に
、
で
き
る
だ
け

　
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
チ
エ
ッ
ク
し

　
ま
し
よ
う
。

●
業
者
と
の
約
束
事
は
、
事
前
に
契

　
　
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疲
れ
て
も
っ
ぱ
ら
テ
レ
ビ
見
物
、
と
が
、
　
「
食
欲
増
進
剤
だ
」
と
か
　
目

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
過
ご
す
か

　
　
囹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
生
活
も
肥
満
の
原
因
に
な
り
ま
眠
薬
代
わ
り
だ
」
な
ど
と
ア
ル
コ
i

　
　
国

　
　
　
　
　
ふ
つ
う
日
本
入
に
と
っ
　
す
。
　
「
食
べ
た
ら
そ
の
分
エ
ネ
ル
ギ
ル
の
功
徳
を
有
り
難
が
っ
て
い
る
と
、

　
　
曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
て
、
　
一
日
三
回
の
食
事
の
ー
を
使
う
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ヘ
ル
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
の
タ
イ
、
、
、
ン
グ

　
　
圃

　
　
　
　
中
で
も
っ
と
も
時
間
を
か
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
勤
務
後
を
見
逃
が
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

　
　
魔

　
　
　
　
け
、
内
容
の
豊
富
な
食
事
の
自
由
な
時
間
の
過
ご
し
方
に
工
夫
か
ね
ま
せ
ん
。

、

＼
　
　
　
　
勤
務
後
の
時
間
を

今
冒

・
国
一
▽
甲
．

を
取
る
の
が
「
夕
食
」
で
す
。

こ
の
夕
食
の
取
り
方
は
、

ヘ
ル
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
と
し

て
非
常
に
大
切
な
意
昧
を
も
っ
て
い

ま
す
。

　
一
般
的
に
日
本
入

は
、
時
間
に
追
わ
れ

て
朝
食
や
昼
食
の
質
・

量
を
十
分
と
れ
な
い

だ
け
に
、

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

間
を
か
け
て
作
り
、

蟹
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
垂

ま
た
、
勤
務
時
間
以
外
は
仕
事
に
む
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
す

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
夕
食
時
間
か

ら
就
寝
時
間
ま
で
の
間
に
何
を
す
る

か
が
、
健
康
な
生
活
を
送
る
う
え
で

重
要
な
の
で
す
。

「
食
べ
た
ら
使
う
」

　
　
　
こ
と
を
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
不
足
し
た
分
を
夕
食
で
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
時

　
　
　
　
　
　
　
　
時
聞
を
か
け
て

た
く
さ
ん
の
量
を
食
べ
た
後
、
す
ぐ

寝
て
し
ま
う
の
で
は
肥
満
の
原
因
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

嘩
．
に
明
記
し
て
－
ら
い
－
し
ょ
O

●
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
が
あ
れ
ば
、
泣

き
寝
入
り
せ
ず
改
善
を
申
し
い
れ

　
ま
し
よ
う
っ

●
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
が
困
難
に
な
つ

た
場
含
や
、
業
者
が
倒
産
し
た
場

合
は
、
消
費
生
活
相
談
室
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
智
二
五
ー
二
一
一
一
内
線
一
三
八

　
　
　
μ

　
6

　
　
ノ

戸
o
惣

　
　
ヘ

　
　
　
　
ク

晩
酌
の
習
慣
は

　
　
　
ほ
ど
ほ
ど
に

　
晩
酌
の
習
慣
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
が

入
ら
な
い
と
食
欲
が
出
て
こ
な
い
と

か
、　

　
　
　
　
　
　
間
題
で
す
。
ア
ル

夕
食
の
量
を
減
ら
し
て

　
　
肥
満
を
解
消

　
肥
満
を
治
す
も
っ
と
も
簡
単
な
方

法
は
、
就
寝
前
の
食
事
を
控
え
る
こ

と
と
、
朝
食
・
昼
食
の
内
容
を
豊
富

に
し
て
夕
食
の
量
を
減
ら
す
こ
と
で

す
。
多
く
の
入
が
、
こ
れ
と
は
逆
に

朝
食
を
抜
い
た
り
昼
食
を
粗
末
に
し

た
り
し
て
減
量
に
失
敗
し
て
い
ま
す
。

　
肥
満
体
を
誇
っ
て
い
る
相
撲
取
り

は
、
一
日
二
回
し
か
食
事
を
取
り
ま

せ
ん
。
稽
古
で
腹
を
す
か
し
、
消
化

の
よ
い
チ
ャ
ン
コ
鍋
を
腹
い
っ
ぱ
い

寝
つ
か
れ
な
い
と
い
う
の
で
は
食
べ
た
ら
昼
寝
を
す
る
生
活
で
”
肥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
体
”
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

弱’畷＿

申マ1：珊衰

．
㎎
）

㊥曾

コ
ー
ル
抜
き
で
も
　
　
こ
の
よ
う
に
、
体
重
の
コ
ン
ト
ロ

食
欲
が
わ
く
よ
う
ー
ル
の
た
め
に
は
、
夕
食
の
取
り
方

な
生
活
、
ま
た
寝
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
み
る

つ
く
こ
と
が
で
き
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
時

る
よ
う
な
生
活
の
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
か
ん
で
食
べ

仕
方
を
見
つ
け
出
る
と
、
量
が
少
な
く
て
も
満
腹
感
が

す
よ
う
に
し
た
い
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

も
の
で
す
。

　
そ
の
う
え
で
ア
　
　
指
導
1
，
ー
青
山
英
康

ル
コ
！
ル
を
楽
し
　
　
　
　
　
岡
山
大
学
医
学
部
教
授
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〕斡
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　癖

　　　　闘

U疋』コ㌧

ぴ
”
、
に
懸
右
れ
た
繍
懸
職

．
凝
薦
禽
、
野
補
嚇
ず
〕
”
織
．
．
重
軸
設
團

　
わ
た
し
た
ち
は
立
っ
て
い
る
と
き

無
意
識
の
う
ち
に
右
足
に
重
心
を
か

け
た
り
左
足
に
重
心
を
か
け
た
り
し

て
い
ま
す
。
い
す
に
腰
か
け
て
い
る

と
き
も
、
足
を
組
ん
だ
り
投
げ
出
し

た
り
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
無

意
識
の
う
ち
に
行
う
足
の
動
き
に
、

ど
ん
な
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。

　
．
，
り
一
、
ウ
壷
、
リ
ツ
　
r
“
ー

　
心
臓
は
血
液
の
循
環
を
行
う
大
切

な
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
か

ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
は
、
大
動
脈
、

動
脈
、
細
動
脈
、
毛
細
血
管
へ
と
流

れ
、
静
脈
を
通
っ
て
心
臓
に
戻
っ
て

い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
心
臓

の
働
き
だ
け
で
は
、
血
液
の
循
環
が

円
滑
に
行
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
筋
肉
を
調
べ
て
み

る
と
、
数
百
本
か
ら
数
千
本
の
筋
繊

維
が
束
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
本

押

雨

↓
本
の
繊
維
の
間
に
は
無
数
の
毛
細

血
管
が
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
毛
細
血
管
の
中
の
血
液
の
流
れ

を
よ
く
し
て
い
る
の
が
、
実
は
筋
肉

の
動
き
な
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
心
臓
の
働
き
の
及
ば
な

い
毛
細
血
管
の
中
の
血
液
は
、
筋
肉

が
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
し
ぼ
り
出
さ
れ
、
血
液
循
環

が
円
滑
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
仕
組
み
は
、
牛
の
乳
し
ぼ
り
に

た
と
え
て
「
ミ
ル
キ
ン
グ
・
ア
ク
シ
ヨ

ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
お
分
か
り
で
し
ょ
う
。
わ

た
し
た
ち
が
無
意
識
の
う
ち
に
足
を

動
か
し
て
い
た
の
は
、
ミ
ル
キ
ン
グ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
血
液
の
循
環

を
よ
く
し
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
筋
肉
は
、
心
臓
の
働

き
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
”
補
助
ポ
ン
プ
”

の
役
割
を
果
た
す
の
で
す
が
、
な
か

で
も
足
の
筋
肉
は
全
身
の
筋
肉
の
五

〇
％
以
上
を
占
め
て
お
り
、
心
臓
の

補
助
ポ
ン
プ
と
し
て
の
役
割
も
非
常

に
高
い
と
い
え
ま
す
。
　
”
足
は
第
二

の
心
臓
”
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の

た
め
な
の
で
す
。

「
『
蓑
・
、
個
へ
、
才
、
に
鋳
．
権
．
．
好
を

　
足
を
積
極
的
に
使
う
こ
と
が
血
液

の
循
環
を
よ
く
し
、
若
々
↓
さ
を
保

ち
、
ひ
い
て
は
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病

な
ど
の
成
入
病
予
防
に
有
効
な
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

う
え
、
足
を
使
う
こ
と
は
脳
に
も
刺

激
を
与
え
る
た
め
、
ボ
ケ
の
防
止
に

震
し
い
計
墨
・

・・

豊
か
巷
ノ
～
馬
塾
し

　
’
計
量
器
建
期
検
査
4

年
に
一
度
の
計
量
器
定
期
検
査
が

な
る
こ
と
も
医
学
的
に
立
証
さ
れ
て
1
0
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
検
査
を

い
ま
す
。
足
を
使
う
こ
と
は
、
い
わ
受
け
な
い
と
、
今
後
計
量
器
の
使
用

ば
”
健
康
維
持
の
基
礎
”
。
積
極
的
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
期
間
中

に
足
を
使
い
た
い
も
の
で
す
。
　
　
に
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
激
し
　
計
量
は
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で

い
ス
ポ
ー
ッ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
大
切
な
役
目
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

い
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
中
・
高
年
の
方
は
、
瞬
発
力

を
必
要
と
す
る
運
動
は
避
け
た
ほ
う

が
無
難
の
よ
う
で
す
。
大
切
な
の
は
、

足
を
ま
め
に
動
か
す
こ
と
で
あ
り
、

つ
ま
り
歩
く
こ
と
な
の
で
す
。

　
▼
手
を
振
っ
て

　
　
　
　
　
サ
ッ
サ
と
歩
こ
う

　
一
日
最
低
三
十
分
間
、
手
を
振
っ

て
サ
ッ
サ
と
歩
き
ま
し
ょ
う
。
行
き

十
五
分
、
帰
り
十
五
分
の
目
的
地
を

決
め
、
分
速
八
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
百

メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
歩
け
ば
、
少
し

汗
ば
む
程
度
の
適
度
な
運
動
と
な
り

ま
す
。

▼
歩
く
こ
と
を
日
課
の
一
つ
に

　
体
力
は
使
わ
な
け
れ
ば
衰
え
て
い

き
ま
す
。
衰
え
を
防
ぐ
に
は
、
毎
日

継
続
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
事
や
睡
眠
、
入
浴
な
ど
と
同
じ
よ

う
に
歩
く
こ
と
を
日
課
に
し
て
し
ま

え
ば
、
忙
し
く
て
時
間
が
と
れ
な
い

と
い
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

正
確
な
計
量
器
を
正
し
く
使
つ
て
正

し
く
計
り
ま
し
よ
う
．

　
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
智
二
五

－
二
二
一
（
内
線
三
一
二
、
三
一

三
）
ま
で
ど
う
ぞ
。
　
三

★
運
搬
に
は
充
分
注
意
を
！

計量器定期検査日程表
検査場所
越河公民館

斎川〃

大平〃

小原〃

大鷹沢〃

自川〃

福岡〃

白石市役所

対　　象　区　　域
　　越　　　河
　　斎　　　川
　　大　　　平
　　小　　　原
　　大　鷹　沢
　　自　　　川
　　福　　　岡
　　白　　　石

（南町・田町・本町・中町・長町1

時　　　間
10：30一’12：00

13：30－14：30

10：30－12：00

13：3〔｝一’14：30

10：3〔トー12：00

13：30一一15：00

10：30一’12：00

13：30～15二〇〇

月　日
10月12日（月：

　　　〃

10月13日㈹

　　　〃
10月14日（水）

　　　〃
10月15日（木〕

　　　〃

白石市役所
　　　自　　　　石

亘理町・短ケ町・新町・西益岡・

中益岡・東益岡・清水小路・寿町
町・柳町）

10：30－12：00

13：00～15300

10月16日（金〕

白石市役所　　　白　　　石
本郷第1．2．3．4．、鷹の巣、旭町

寿山、緑が丘、上郡山、郡山、
小下倉）

10：30～12：00

13：00～15：00

10月20日（火1

9



F
、
王
い
．
舷
ん
か

繍
幽
、
皿
概
年
凱
霊
の
繰
一
険
麟
胴
紬
　
翻
7
奪

　
あ
な
た
は
、
ど
の
方
法
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す
か
。

①
納
付
通
知
書
に
よ
り
金
融
機
関
の

　
窓
ロ
ヘ
納
め
る
。

②
納
付
組
合
な
ど
に
加
入
し
、
集
金

　
し
て
も
ら
う
。

0
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自
動

　
的
に
引
き
落
し
に
な
る
口
座
振
替

　
で
納
め
る
。

　
毎
月
の
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
違
い
、
国
民
年
金

保
険
料
は
自
分
で
納
め
な
け
れ
ば
な

讐
別
給
付
金
の
継
続
支
給
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
没
者
等
の
妻
及
び
戦
傷
病
者
等

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
納
付
通
知
書
の
妻
、
並
び
に
戦
没
者
の
父
母
等
の

を
な
く
し
た
り
、
う
つ
か
り
し
て
納
方
に
特
別
給
付
金
（
国
債
）
が
継
続

め
忘
れ
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
該
当
す
る
方
は

保
険
料
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
納

次
の
と
お
り
で
す
。
請
求
手
続
は
市

め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
能
力
が

十
分
あ
り
な
が
ら
、
納
め
な
い
被
保

険
者
に
対
し
て
は
、
差
し
押
え
の
処

分
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

沖
縄
に
憧
ん
で
い
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
蜜
せ
ん
か

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
、
昭
和
書
類
と
と
も
に
、
沖
縄
県
で
最
後
に

四
十
五
年
三
月
ま
で
の
問
に
、
二
十
住
ん
で
い
た
市
役
所
・
町
村
役
場
に

歳
以
上
で
沖
縄
に
住
ん
で
い
た
人
は
、

国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
足
り
な
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
特
別
措
置
と

し
て
、
沖
縄
在
住
期
間
は
保
険
料
免

徐
期
間
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
対
象
者
は
、
大
正
十
五
年
四
月
二

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
料
免
除
期
間
と
み
な

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
カ
月

二
、
四
〇
〇
円
を
さ
か
の
ぼ
つ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
な
い
場
合
は
、
こ
の
期
間

に
つ
い
て
は
年
金
額
を
計
算
す
る
と

日
か
ら
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
き
に
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。
　
　
　
　
　
納
入
期
限
は
、
昭
和
六
十
七
年
三
一

　
届
出
方
法
は
、
市
民
課
国
民
年
金
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

係
に
備
え
て
あ
る
「
沖
縄
蜻
措
置
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
遜

対
象
者
該
当
申
出
書
」
に
必
要
事
項
智
二
五
－
ニ
ニ
一
内
線
ニ
ニ
六
へ

を
記
入
し
、
戸
籍
の
附
票
等
の
添
付
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
．

社
会
福
祉
事
務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
戦
没
者
等
の
妻
と
し
て
、
昭
和
52

年
1
0
月
1
日
に
特
別
給
付
金
国
債

「
り
号
券
」
を
受
け
た
方
で
、
昭
和

　
62
年
1
0
月
1
日
に
遣
族
年
金
等
を

　
受
け
て
い
る
方
。

戦
没
者
等
の
妻
と
し
て
、
昭
和
52

年
1
0
月
1
日
に
特
別
給
付
金
国
債

「
に
号
券
」
を
受
け
た
方
で
、
昭
和

　
62
年
m
月
1
日
に
公
務
扶
助
料
等

を
受
け
て
い
る
方
。

▼
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
し
て
、
昭
和

　
52
年
7
月
1
4
日
に
特
別
給
付
金
国

　
債
「
ろ
号
券
」
を
受
け
た
方
で
、

　
当
該
戦
傷
病
者
等
が
公
務
又
は
勤

務
に
関
連
し
て
、
昭
和
5
8
年
3
月

　
31
日
ま
で
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ

　
り
、
昭
和
62
年
7
月
皿
日
に
戦
没

　
者
等
の
妻
と
し
て
遣
族
年
金
等
を

　
受
け
て
い
る
方
。

▼
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
し
て
昭
和
5
7

年
1
0
月
1
日
に
第
八
回
特
別
給
付

金
国
債
「
は
号
券
」
を
受
け
た
方

で
、
当
該
戦
傷
病
者
等
が
昭
和
61

年
10
月
1
前
に
死
亡
し
た
こ
と
に

よ
り
扶
助
料
金
等
を
受
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
十
動
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
庁
窓
口
が
電
寡
化
！

方
。

▼
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
し
て
、
昭
和
一
市
で
は
、
市
民
課
な
ど
の
窓
口
事

　
52
年
7
月
14
日
に
特
別
給
付
金
国
務
を
効
率
的
か
つ
迅
速
に
処
理
し
、

債
「
ろ
号
券
」
を
受
け
た
方
で
、
事
務
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ツ
プ
と
住
民
サ

当
該
戦
傷
病
者
等
が
昭
和
5
8
年
3
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民

月
31
日
ま
で
に
平
病
死
し
た
こ
と
課
、
税
務
課
、
会
計
課
に
端
末
機
を

　
に
よ
り
、
扶
助
料
等
を
受
け
て
い
、
設
置
し
電
算
化
し
ま
す
。

　
る
方
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
電
算
化
に
伴
う
窓
口
事
務

▼
戦
没
者
の
父
母
等
と
し
て
、
昭
和
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
57
年
1
0
月
1
日
に
第
三
回
特
別
給
①
申
請
書
用
紙
に
一
部
変
更
あ
り
ま

付
金
国
債
「
を
号
券
」
を
受
け
た

す
が
、
申
請
の
方
法
、
証
明
書
を

方
で
、
昭
和
62
年
1
0
月
1
日
に
お
　
　
受
け
ら
れ
る
範
囲
等
は
従
来
ど
お

　
い
て
遣
族
給
与
金
を
受
け
て
お
り
、
　
　
り
で
す
。

か
つ
・
氏
高
じ
く
す
る
自
然
町
②
住
民
票
各
種
証
明
書
の
様
式
が

族
た
る
子
又
は
孫
を
有
し
な
い
方
．
一
　
変
更
さ
れ
、
見
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
戦
没
者
の
父
母
等
と
し
て
、
昭
和
．
③
手
数
料
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

族
た
る
子
又
は
孫
を
有
し
な
い
方
。

▽
戦
没
者
の
父
塁
と
し
て
・
昭
和
　
　
蔽
翫
し
・

　
5
7
年
1
0
月
1
日
に
第
七
回
特
別
給
　
　
　
　
　
　
　
　
．
鰯

　
付
金
国
債
「
ほ
号
券
」
を
受
け
た

方
で
、
昭
醒
鑑
月
－
日
旨
甲
。
、
冨
論

　
い
て
遣
族
年
金
等
を
受
け
て
お
り
、

　
か
つ
氏
を
同
じ
く
す
る
自
然
血
族

　
た
る
子
又
は
孫
を
有
し
な
い
方
。

※
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

総
務
係
β
二
五
－
二
一
二
内
線
ノ
五
四
へ

10

◎
が
曝
＠
鳴

い
わ
し
の
ほ
う
れ
ん
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
さ
み
焼
き

美恵子さん（深谷三本木

　
に
切
り
、
バ
タ
ー
で
さ
っ
と
妙
め

　
塩
、
こ
し
よ
う
し
、
溶
け
る
チ
ー

　
ズ
を
お
ろ
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
①
の
水
気
を
と
り
、
マ
ス
タ
ー
ド

　
を
ぬ
り
、
②
を
は
さ
み
耐
熱
皿
に

　
並
べ
る
。

④
パ
ン
粉
と
オ
リ
ー
ブ
油
を
ふ
り
、

　
に
ん
に
く
の
薄
切
り
を
の
せ
3
0
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
の
オ
ー
ブ
ン
で
1
5
～
2
0
分
焼
く
。

⑤
皿
に
二
尾
ず
つ
盛
り
付
け
し
、
パ

　
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
を
ふ
り
、
紅

　
し
よ
う
が
を
そ
え
る
。

※
色
ど
り
が
美
し
く
、
食
欲
が
そ
そ

ら
れ
ま
す
。
あ
た
た
か
い
う
ち
に
召

し
あ
が
つ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
ほ
う

れ
ん
草
の
か
わ
り
に
大
根
葉
、
パ
セ
リ

の
か
わ
り
に
青
し
そ
で
も
お
い
し
く

で
き
ま
す
。
乾
燥
パ
セ
リ
の
場
合
は

④
で
焼
く
前
に
ふ
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。
．

日下

【
材
料
】
四
入
分

　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
い
わ
し
仲
8
尾
、
ほ
う
れ
ん
草
2
0

9
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
大
さ
じ

2
、
し
い
た
け
㈲
2
、
に
ん
に
く
1

片
、
紅
し
よ
う
が
少
々
、
パ
ン
粉
大

さ
じ
3
、
溶
け
る
チ
ー
ズ
3
0
9
、
バ

タ
ー
大
さ
じ
ー
、
オ
リ
ー
ブ
油
大
さ

じ
3
、
塩
、
こ
し
よ
う
、
マ
ス
タ
ー

ド
少
量
。

【
作
り
方
】

①
い
わ
し
の
頭
を
と
り
手
開
き
（
い

　
わ
し
の
背
を
包
丁
の
斗
わ
で
軽
く

　
た
た
き
、
指
を
中
骨
に
そ
っ
て
入

　
れ
て
開
き
、
尾
を
残
し
て
中
骨
を

　
と
る
）
に
し
て
塩
、
こ
し
よ
う
を

　
す
る
。

②
ゆ
で
た
ほ
う
れ
ん
草
を
4
セ
ン
チ

〈ご存知ですか？＞

野菜はビタミンの宝庫
○野菜といえば、レヲフ・胡瓜・トマト・キャ

ベツのような淡色野菜を食ぺることと思われが

　ちですが、ビ｛ヲミンやミネラルをこるには、菜

　っばや人参のほうがすぐれています。

O　緑藁色野菜を1日『00ワラム以上とりましょう，

　とかく努力しないと不足しがちです。

ビタミンの多い野菜

しその粟・バセリ・人参　宥ぎく

ノ」、松菜・1こら・ほうれん草　口ら

し莱・大根粟・ηrぶ翼　ビーマン

ビタミン

　A

バセリ・フロッコリー・芽キヤ・畠

ツ・ビーマン・d舩戻・かぶ葉

大根葉・からし菜・ほうれん草

カリフラワー

ビタミン

　C

大根糠みそ漬け・生そら豆・主擾

豆・切り干し大根・か’O晦みそi翼

け・むきえんどう豆・にん1こく・

バセリ

ビタミン

　B1

しその粟・フロッコリー・バセリ

ほうれん草・小松粟・芽キ廿ベツ

春ぎく・か’ぶ巽

ビタミン

　B2

昭和62年9月1日1月1日　白石市

　備　　考
上昇品目：砂糖、

しょう油、小麦粉、

牛乳

ヨ査調消費生活モニター調査結果

下降品目：サラゲ
1由、　食ノfン、　ノ｛タ

ー
、

テイッシュペ
ーノぐ一、ラソプ、

灯油（店頭価格・

配達料込み1、レ
ギュラーガ’ノI　lン

軽油

横ばい品目：洗濯

用合成洗剤、ブロ
ノ｛ンガス、理髪料

バーマネント料

対前月価格比

　　4．3

　　0．3

△　3，8

　　2．8

△　1．3

昭

B
△1．8

△4．9

△1．3

△3，2

△2．8

△りつ

△3，8

前月平均価格

　　255円

　　256

　　337

　　208

　　147

　　182

　　218

　　374

　　141

　　221

　1，287

　　470

　1，566

　5，416

　　872

　　885

　　127

　　　78

　4．525

平　均値
　　　266円

　　　257

　　　324

　　　214

　　　145

　　　190

　　　221

　　　367

　　　　134

　　　　218

　　1，287

　　　470

　1，566

　5，416

　　　844

　　　860

　　　　124

　　　　75

　4．525

最　低　値

　　258円

　　250

　　268

　　203

　　145

　　　168

　　　198

　　　328

　　　98

　　　178

　　　980

　　450

　1，500

　5，000

　　　800

　　　850

　　　120

　　　　70

　4．320

最　高　値

　　280円

　　260

　　370

　　230

　　150

　　208

　　250

　　390

　　　158

　　248

1，495

　　　500

1，700

5，800

　　　864

　　900

　　128

　　　83

4．750

　　銘柄・規格
上　白　糖　　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り12

ポリ容器入り　　　　700g

薄　力　粉　　　　　lkq

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000αc

カルトン入り　　　2259

400枚1200組）紙箱入り

贈糎花書童智學身巻）

綿、化繊用、粒状
無リン、紙箱入り　　4ユkg

並　　　食　　　　一皿

小学生調髪

コールド（ショート）

1麗　（店頭価格）

182　（配達料込み）

12　　　　現　金

1ぞ　　　　現　金
10㎡　（気体）

　品　 名

1．砂　　糖

2．しょう油

3．サラダ油

4，小麦粉
5．食パン
6．マーガリン

7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9．ティッシュペーバー

10．ラ　ツ　プ

11．洗濯用合成洗剤

12．カレーラィス

13，理髪料
14．パーマネント料

油15，灯

16．　レギュラーガソリン

17．軽　　　油

18．プロパンガス

11



コ　　　　　　㎜　　　　　　　皿　　　　　　　一　　剛　　　　一　　　一　　　一　　皿　　一

面

日

薗

賜

募
や
ぎ
蔵
王
高
原
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
五
キ
ロ
中
学
男
子
の
部
優
勝
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
沢
　
伸
也
君
（
南
中
二
年
）

｛
去
る
九
月
六
日
、
南
蔵
王
山
麓
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
み
や

一
ぎ
蔵
王
高
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
中
学
男
子
の
部
に
、

ギ
七
分
二
＋
四
秒
の
タ
イ
ム
で
篁
位
に
な
り
ま
し
た
．
こ
の
タ
イ

ム
は
、
同
一
般
男
子
の
部
に
お
い
て
も
第
四
位
に
入
る
堂
々
と
し
た

…
も
の
で
す
。

　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　一　　　　　一　｝　「　　　　一　一　　｝　一　　』』

↓
」

　
三
キ
ロ
　
五
キ
ロ
　
十
キ

ロ
、
二
十
キ
ロ
、
ヘ
ル
ス
パ

イ
オ
ニ
ア
コ
ー
ス
と
各
コ
ー

ス
毎
に
、
国
立
南
蔵
王
青
少

年
野
営
場
の
ス
タ
ー
ト
地
点

を
元
気
に
飛
び
出
し
た
各
ラ

ン
ナ
ー
は
、
沿
道
の
ス
ス
キ

　
　
　
L
．
マ
藤

　
　
　
　
、
“

の
揺
れ
る
中
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て

健
脚
を
競
い
、
さ
わ
や
か
な
秋
風
に

も
か
か
わ
ら
ず
玉
の
よ
う
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
し
た
ラ
ン

ナ
ー
は
大
き
く
息
を
は
ず
ま
せ
な
が

ら
も
、
高
低
差
の
大
き
い
難
コ
ー
ス

を
完
走
し
、
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
中
学
男
子
の
部
は
、
百
八
十
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
選
手
に
よ
り
タ
イ
ム
が
競
わ
れ
、
半

　
　
　
　
　
　
　
　
評
沢
伸
也
君
が
第
一
位
で
ゴ
ー
ル
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
「
折
り
返
し
て
か
ら
少
し
苦
し
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
た
け
ど
、
前
を
走
つ
て
い
る
一
般
男

　
砧
層Ψ

　
7
．
．
、
き
子
の
人
か
ら
離
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

　
　
ご
　
へ

．
響
π
諺
蟹
鰐
晦
難
響

穣
，
　
　
　
　
　
、
　
し
て
い
た
し
、
体
調
も
良
か
つ
た
の

　
誠琿

ノ
　
，
、
で
最
初
か
ら
と
ば
し
ま
し
た
」
と
自

被
二

．
．
梧
の
程
を
チ
ラ
リ
と
の
ぞ
か
せ
、
一

　
　
一
　
　
　
　
　

位
の
賞
状
と
記
念
の
こ
け
し
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
半
沢
君
は
、
学
校
で
は
ひ
よ
う
き

ん
な
こ
と
を
言
つ
て
み
ん
な
を
笑
わ

せ
、
ク
ラ
ス
の
入
気
者
で
す
。
ス
ポ

ー
ツ
は
、
や
は
り
陸
上
競
技
が
得
意

で
昨
年
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は

一
年
生
な
が
ら
新
記
録
を
樹
立
し
、

堂
々
と
優
勝
し
ま
し
た
。

「
半
沢
君
の
強
い
の
は
登
り
坂
。
何

の
生
ま
れ
変
わ
り
な
の
か
」
と
体
育

担
任
の
先
生
の
話
。

　
部
活
動
で
は
卓
球
を
し
て
い
ま
す

が
、
陸
上
の
練
習
の
た
め
あ
ま
り
参

加
で
き
ず
、
な
か
な
か
う
ま
く
な
ら

な
い
と
残
念
そ
う
で
し
た
。

　
一
方
、
グ
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
は
、

手
芸
ク
ラ
ブ
の
副
部
長
。
女
子
部
員
．

の
中
の
唯
一
の
男
子
と
し
て
、
材
料
、

の
加
工
、
細
工
な
ど
女
子
部
員
の
苦

手
と
す
る
作
業
を
一
手
に
引
き
受
け

部
員
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
製
作
し
て
い
る
の
は
、
文
化
祭
．

に
出
品
す
る
作
品
で
、
大
好
き
な
中

山
美
穂
の
写
真
を
用
い
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。

　
臼
石
刈
田
地
区
中
体
連
駅
伝
競
走

大
会
が
九
月
十
八
日
に
福
岡
地
内
に

お
い
て
開
か
れ
、
半
沢
君
は
南
中
A
．

チ
ー
ム
の
七
区
を
1
3
分
36
秒
の
区
間

第
一
位
の
タ
イ
ム
で
走
り
、
南
中
A
、

チ
ー
ム
は
参
加
十
九
チ
ー
ム
中
、
第

二
位
と
な
り
ま
し
た
。
半
沢
君
の
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

づ
㌧
く
ー
1
玉
／
ノ
、
‘
「
r
う
》
）
－
．
～
、
‘
ノ
）
・
，
’
㍉
、
’
㌔
、
　
～
F
、
，
、
F

　
　
徳
川
幕
府
か
ら
大
坂
出
陣
の
陣
触

』
れ
が
仙
台
に
届
い
た
の
は
慶
長
十
九

γ
年
（
一
六
一
四
）
十
月
七
日
で
あ
る
。

ノ

脚
こ
の
と
き
景
綱
は
病
床
に
あ
つ
た
の

ノ
で
、
嫡
子
重
長
を
先
鋒
と
し
て
出
陣

％
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
陣
に
あ

・
．
た
り
黒
鐘
の
軍
旗
と
政
宗
公
か
ら
拝

』
・
領
し
た
大
原
眞
守
の
刀
を
渡
し
「
我

一
公
に
従
い
大
戦
十
四
回
、
小
戦
数
十

］
回
、
い
ま
だ
大
敗

し
た
こ
と
が
な
い
。

今
こ
れ
を
汝
に
与

え
る
。
死
を
も
っ

て
国
に
報
い
名
を

汚
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
。
こ
の
役

は
必
ら
ず
交
和
に

ょ
っ
て
和
睦
す
る

一
が
、
明
春
再
び
戦

　
い
と
な
る
の
で
配

一
意
し
て
齢
け
」
と

’
い
っ
た
。
こ
の
と

郷土吏アレコレ

－
ー
ノ
鞠
r
r
、
ー
ノ
・
、
ゼ
，
－
・
τ
『
、
ド
』
－
、
r
L
　
、
τ
－
　
，
　
働
’
『
～
　
F
し
　
r
帆

　
翌
二
十
年
四
月
上
旬
、
夏
の
陣
が
』

再
開
さ
れ
、
重
長
は
河
内
の
道
明
寺
力

口
に
陣
を
し
い
た
。
大
坂
方
の
後
藤
山

　
　
　
ま
さ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

又
兵
衛
政
氏
の
手
の
者
が
攻
撃
を
仕
如

か
け
て
き
て
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た
が
軌

こ
れ
を
撃
退
。
つ
い
す
酉
餓
煕
鰍
却
塒
海

兼
助
の
手
勢
が
後
藤
の
援
軍
と
し
て
も

加
わ
り
、
さ
ら
に
真
田
幸
村
の
率
い
　

る
精
鋭
が
出
撃
し
乱
戦
状
態
と
な
り
缶

後
藤
・
薄
田
ら
が
討
死
し
、
真
田
の
一

　
　
　
　
　
　
　
軍
に
も
相
当
の
損
学

　
　
　
　
　
　
　
害
が
あ
っ
た
が
、

⑳

’
き
の
動
員
兵
は
千
人
余
。
い
ま
の
新

、
館
を
越
え
る
と
き
留
守
を
あ
ず
か
る

h
者
や
出
陣
す
る
武
士
の
家
族
が
「
敵

ノ
に
大
坂
、
味
方
は
刈
田
（
勝
っ
た
）

．
甲
名
を
新
館
に
押
し
あ
げ
ろ
」
と
気
勢

・
を
あ
げ
た
と
い
う
。

　
　
十
二
月
初
め
か
ら
戦
闘
状
態
に
入

　
っ
た
が
、
東
西
両
陣
は
膠
着
状
態
で

、
’
大
勢
を
決
す
る
ま
で
に
到
ら
ず
二
十

　
一
日
和
議
が
成
立
し
た
。

》

り
、

　
　
　
　
　
味
方
の
損
傷
も
少

　
」長

な
く
な
か
っ
た
．

重
重
長
自
身
も
陣
羽

郎
織
の
い
た
る
と
こ

十
　
ろ
が
切
り
裂
れ
る

　
玉
　
　
ほ
ど
の
激
戦
の
な
、

　
，
　
　
　
か
敵
を
討
ち
取
る

の
　
　
　
　
　
な
ど
片
倉
勢
は
抜

鬼
　
「
　
　
　
群
の
戦
功
を
あ
げ
、

　
　
　
　
　
翌
七
日
は
一
気
に

　
　
　
　
　
残
敵
掃
討
戦
に
入

真
田
幸
村
も
討
死
、
つ
い
に
豊

臣
一
門
は
滅
亡
し
た
。

　
こ
の
と
き
の
重
長
の
率
い
る
片
倉

勢
の
大
坂
武
功
は
末
代
ま
で
語
り
つ

が
れ
る
程
の
誇
り
で
あ
り
、
重
長
も
、

鬼
の
小
十
郎
と
畏
怖
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
意
気
揚
々
と
凱
旋
し
た
重

長
に
自
石
城
の
城
門
は
堅
く
閉
ざ
さ

れ
て
い
た
。
武
将
と
し
て
の
心
得
を

景
綱
が
重
長
に
悟
す
た
め
と
い
う
。

ザ
5
》
ぜ
彗
♪
9
戸
～
、
7
ノ
〉
～
身
〉
～
’
＞
ノ
、
〆
〉
N
く
く
墨
～
）
～
く
3
、
り
～
一

卑

12

け
，

イ
ド
ル

アの家わが
隷
．

磯
．
婁
一

い⑩

　　　　あさひ
高橋旭ちやん（小原）

雄二さん、由美子さんの次女

ママからひとこと

”やんちやでもいいから

　優しいかわいい子に育つてネ！”

　　　「そだてたひまわり」

ゆかり（福岡小2年おの

わたしの

勿曹曽勿

「
花
火
大
会
」

ム
．

略
旗

、
　
◎
噂

　
つ
つ
　
へ

瓢
ゆ
＼

小
関
　
大
輔

（
白
一
小
3
年
）

◎
轟．．

癌
、

曝
懸
．

　
　
　
　
　
、
嚇

、
脅

簿

’
矛
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3
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市
民
文
芸

　　　1ρ　　闘撰　　犀1　口胃
り見

　　ヒロ　μ　ヌ編
吐レ邑鰐

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
　
歌
　
　
壇

戦
死
せ
る
兄
の
齢
と
子
も
な
り
て
父
母
の
痛
み
を
し

み
じ
み
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

夫
逝
き
て
娘
ら
の
幸
せ
願
い
つ
つ
わ
れ
は
一
筋
に
家

守
り
来
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
ま
す

亡
き
主
を
さ
が
し
求
め
て
臼
猫
は
通
夜
の
人
む
れ
め

ぐ
り
つ
つ
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

梅
雨
冷
え
の
気
温
の
低
き
日
は
続
く
旅
行
鞄
に
上
着

し
の
ば
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

梅
雨
ど
き
の
つ
か
の
ま
晴
れ
て
狭
庭
辺
の
山
吹
の
紫

に
陽
の
映
え
る
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

童
唄
片
言
ま
じ
り
の
口
元
を
み
つ
め
て
今
日
も
孫
と

遊
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

体
調
を
く
ず
せ
る
吾
は
田
の
手
入
れ
せ
ぬ
ま
ま
い
つ

か
出
穂
を
迎
え
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

八
月
に
入
り
て
も
明
け
ぬ
梅
雨
寒
に
土
に
生
き
ゆ
く

心
焦
る
日
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

視
力
薄
れ
し
わ
れ
に
土
産
と
大
き
字
の
辞
書
を
夫
は

求
め
く
れ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

平
和
を
ば
願
う
青
年
灯
を
掲
げ
炎
天
の
道
を
ひ
た
す

ら
走
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

　
　
　
「
評
」
一
首
目
、
作
者
は
二
人
の
兄
を
戦
争
で
亡
し

　
　
　
て
い
る
。
息
子
を
戦
死
さ
せ
た
両
親
の
嘆
き
や
悲
し

　
　
　
み
を
若
い
時
に
ま
の
あ
た
り
に
見
て
い
る
作
者
は
、

　
　
　
自
分
の
子
が
成
長
し
、
戦
死
し
た
兄
の
年
齢
に
な
っ

　
　
　
た
の
を
み
て
、
し
み
じ
み
と
今
は
亡
き
父
母
の
心
の

　
　
　
痛
み
を
自
分
の
身
に
か
え
て
思
う
の
で
あ
る
。
戦
争

　
　
　
の
傷
跡
は
決
し
て
消
え
る
こ
と
が
な
い
。

　
　
　
　
二
首
目
、
母
と
い
う
も
の
は
強
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
夫
が
逝
っ
て
二
十
七
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。
ひ
た
す

　
　
　
ら
子
供
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
家
を
守
っ
て
来
た
作

　
　
　
者
は
、
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
月
日
を
思
う
。
作
者
の
気

　
　
　
持
は
結
旬
に
あ
る
の
だ
か
ら
「
二
十
七
年
」
と
い
う

　
　
　
二
句
目
を
削
除
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊
股
兵
三
選

俳
　
　
壇

乾
草
の
匂
ひ
ひ
ろ
が
る
炎
天
に
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

　
　
　
　
（
評
）
刈
草
が
一
面
に
干
し
て
あ
る
。
炎
天
下
に
乾

　
　
　
　
い
て
い
く
草
が
、
濃
く
匂
い
つ
つ
拡
が
っ
て
い
く

集
会
を
終
え
て
出
づ
れ
ば
青
田
風
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
　
（
評
）
地
区
の
集
会
所
は
、
青
田
の
真
中
に
あ
る
。

　
　
　
　
今
夜
も
集
会
が
す
み
外
へ
出
る
と
青
田
風
が
す
ず

　
　
　
　
し
く
吹
い
て
い
る
。

星
月
夜
郷
愁
胸
に
た
ぎ
り
け
り
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
（
評
）
き
れ
い
な
星
の
あ
る
秋
の
夜
空
を
眺
め
る
と

　
　
　
　
老
い
て
な
お
郷
里
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
郷
愁

　
　
　
　
が
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
若
い
人
の
ご
と
く
、
憶
い

　
　
　
　
は
胸
中
に
た
ぎ
る
の
で
あ
る
。

打
水
に
濡
れ
て
庭
石
風
立
ち
ぬ
　
　
　
　
日
下
　
　
文

よ
う
や
く
に
雲
の
ち
ぎ
れ
て
梅
雨
明
け
ぬ
鈴
木
鉄
二
郎

朝
露
に
ぬ
れ
て
朝
顔
濃
く
咲
け
り
　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

タ
雲
を
流
し
て
水
の
涼
し
け
れ
　
　
　
　
佐
藤
　
周
子

誰
彼
に
み
せ
た
し
月
下
美
人
咲
く
　
　
　
青
木
　
良
子

屋
根
替
へ
に
一
日
汗
を
出
し
つ
く
し
　
　
草
野
　
美
沙

出
漁
は
暁
け
の
二
時
と
や
夏
の
海
　
　
　
鈴
木
　
民
子

　
◎
十
月
例
会
は
、
十
月
二
十
五
日
に
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　
題
木
の
実
・
新
米
・
赤
い
羽
根
他
七
旬
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選
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圃自衛官募集中／

レ応募資格　来春3月高校卒業予

　定者及び18歳～25歳の男子

》身分　特別職国家公務員

※その他、詳しくは、市民課また

は大河原募集事務連絡所費0224－

53－2185へお問い合わせください。

麟健康にやせる教蜜受講生募集

一4カ月聞かけて

　　　健康的に減量しましょう一

　現代は食生活が豊かになり、ま

た、あらゆる面での省力化がすす

み身体活動が減少したために肥満

者の増える傾向にあります。そこ

で健康について正しい知識を身に

つけていただくための教室を開き

ます。ふるってご参加ください。

〉期間　昭和62年11月13日～

　　　　　　　昭和63年2月12日

〉回数　6回

〉会場　白石市健康センター

〉受講料　1，000円

〉講師　医師・保健婦・栄養士

〉申込み　申込み用紙にて10月20

　日きでに保健衛生課保健指導係

a25－2111（内線604．605）へお

　申し込みください。

璽青第毎タ脇力隊員幕集

　協力隊では、アジア、アフリカ

中近東、中南米などの開発途上の

国々に技術・技能を身にっけた、

心身ともに健全な日本の青年を派

遣し、各国の経済・社会の発展に

協力しています。昭和62年度秋の

隊員を次により募集します。

＞資格　満20歳以上35歳までの日

　　　　本国籍を有する青年男女

〉派遣期間　2年間
〔問い合わせ先〕

●国際協力事業団東北支部

　　含022－223－5151

●青年海外協力隊事務局国内課

　　厩03－400－7261

●宮城県総務部総務課国際交流係

　　費022－263－2111（内線2342）
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囎騎働く婦人の家難
　　　生霜講座受講生募集

●実施期問　10月7日～11月5日

●時間　午後6時～9時

●場所　白石市働く婦人の家

●対象　女子労働者一般

　ブLJフラムし5回ニコーヌ、、

●定員　30名程度

●申込み受付　10月5日まで

●受講料　無料（ただし、材料費

　　　　　実費個人負担）
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染色講座
手づくりタイムが楽しくはずむ藍染しぼりの胸あて
エプロン製作（2回の工程）

健康管理（その1）

講演　　食物夜話

健康管理（その2）
料理実習一バランスのとれた食事でミニパーティー

　　　　閉講式

講 麟・

白石中学校教諭

鈴木慶昌先生

日本染色協会講師

小野　ひろ先生

東北大学農学部教授

星川　清親先生

料理研究家
畠　　つね先生

　　　後期講座受講生募集
働く婦人の家では・定期講座・特別講座の受講生、サークル会員

　を次により募集します。

φ定期講座

●申込み受付　昭和62年10月1日

　　　　　　　～10月24日まで

●受講料　無料（ただし、材料費

　　　　　実費個人負担）

●託児　満3歳以上就学時前まで

のお子さんを拾預りいたします。

講座名

パッチワーク講座

英会話入門講座

こけし絵付講座

着付　　〃

料理　　〃

期　　間

10月～3月

10月～3月

10月～3月

10月～3月

10月～3月

曜　日

第2．4（水）

第L3㈹

第L3働

第1，3（木）

第1，3（木）

蒔、　．闘

10300～12：00

10＝00～12300

13＝30～15330

13：30～15言30

10＝00～12＝00

定員

20

15

10

15

25

考穂

ハギレを使って

の素敵な作品

中学程度

材料つきの教材

で学べる

美しい着f寸と和装

のマナーまで習得

多彩な沿料理の

々

毒特別講座 手編教室

●日時10月15日、18日、26日

　午前9時30分～12時（3回コース）

●内容　モチーフ編みベスト

●受講料　無料（ただし、材料費

参サークル会員募集

　　　　　　　　実費個人負担）

●持参するもの　編針10号、リン

　グ、古い毛糸少々、鉤針7号

●甲込み先　働く婦人の家

サークル名

着付サークル

しゃくなげ会

水仙サークル

曜　　日

第1・3（水）

第2　4（火）

第1　3伏）

回教

月2回

〃

〃

時　　聞

13330～15＝30

10＝00～12：00

10＝00～12＝00

備　　考

経験のある方

お煎茶点前

池の坊

※詳しくは・働く婦人の家智25－5095へお問い合わせください。

公民館だより

★第11匝ヨ子ども会ノフトホ・几－捗、要

　越河小学校チームが優勝！

　子ども会活動の育成と拡充強化

のため、去る8月30日（日）、臼石第

二小学校校庭において開かれた第

11回子ども会ソフトボール大会に

市内の小学校10校から12チームが

出場して熱戦が繰り広げられまし

た。各チームとも地区予選を勝ち

進んで来たチームだけに白熱した

ゲームとなりました。

　優　勝　越河小学校チーム

　準優勝　小原小学校チーム

．第三位　大鷹沢小学校チーム

　　”　　臼石第一小学校Bチーム

☆第18回市民文化ん

　　　短歌大会参加者募集

レ日時　10月25日（日）12時30分～

レ会場　白石市中央公民館

〉会費700円

〉申込方法　ハガキに一首と住所

　氏名・電話番号明記のうえ10月

　11日まで中央公民館へ。
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．鍵でず，〆

　　　　講書を漿Lみ談む、／j．，〆

　何か読みたい、何か始めたい、何かみつけたい、そして何か気に

なる時・ぜひ図書館へお出かけください。さまざまな本が、みなさ

んを待っています。あなたの生涯の学習パートナーとして図書館を

ご活用ください。静かに読書や勉強のできる閲覧室もあります。

☆10月の特集
　　　 豊かな渚、後を考える

一長い老後を心身ともに豊かに過

す智恵と工夫あれこれ一

　若いうちから一人ひとりが真剣

に生活設計を考える時代です。参

考になる本を選んで特集していま

す。ご利用ください。

●子ども室では

「昆虫の世界」をみつめよう！

　虫に関するさまざまな本を集め

ています。この機会に虫の世界を

探検してみましょう。

☆目曜iヨも湊炉冒1．て隻、・ま才

●開館時間午前10時～午後4時

（平日は午前9時～午後4時55分）

書10月の響寺渉頁木館日と

　　　　休館日のお知らせ

　10月1日（木）～10月10日（1二）

（
～

★　手つ・、り絵本俸贔展示会

●日時　11月20日（金1・21日（土）

　　　　　9：00～16：30

　　　　11月22日（日1

　　　　　10：00～16：00

●会場　　白石市図書館

●展示作品　県内各地から集まっ

　　　　た作品　約600点

　一人ひとりの作者が、さまざま

な■思いをこめて手づくりした注目

の『世界でたった一冊の絵本』を

展示いたします。会場でじっくり

ご覧ください。

　　　　、鰐・夢＠苛　嗜1

起∫一　・

、1瀦猟轟欝噛繍繭酬
※10月11日から平常に開館します。　　　　　臼石市図書館盈26－3004
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囹悩みや苦情はまず相談鯉

　　～秋の行政相談週間～

　10月11日（日）～17日（土）までの1週

間は「行政相談週聞」です。

　総務庁では、行政相談制度のよ

り一層の利用を促進するため、こ

の1週間を「行政相談週間」とし

て、全国一斉に各種の行事を実施

します。行政相談は、国をはじめ

県や市などの行政機関や公社・公

団などの仕事について、みなさん

がもっている苦情や要望・意見な

どの相談に応じ、その解決や実現

のお手伝いをするものです。

　行政相談委員は、いつでも自宅

でみなさんからのご相談に応じて

います。（無料・秘密厳守）

　　　行政相談委員名簿

嗣人権擁護委員に再委嘱
　　法務大臣から9月1日付けで山

　崎俊男さんが人権擁護委員に再委

　嘱されました。

　　人権擁護委員は、皆さんの人権

　力慢されないように見守り、侵さ

　れそうなときには救済するととも

　に、人々に正しい人権についての

　考え方を広めたりする仕事をして

　います。

　　日常生活を営んでいくうえで、

　これは人権問題ではないかと感じ

　たり、法律上どうなのかわからず

　困ったときには、お気軽にご相談

　ください。相談されたことは一切

　秘密に取り扱われます。

　一人権擁護委員一

氏　名

佐藤きみ子

福田実誘

白石市大平森合
　　宇上．欠保53

　住　　　所

自石市大鷹沢三沢
　　　宇落合64

垂税務禰談ってご存じですか’1

　税に関する相談として、毎月1

回定例の相談日があります。

　今までの相談で多いものは

①住宅取得特別控除

②医療控除

③申告書，決算書等の書き方

④不動産の長期譲渡所得

⑤年末調整

　などがあります。

　相談は仙台国税局税務相談官が

直接あたり、秘密は完全に守られ

ます。相談は面接が原則ですが、

相談時閻内（広報しろいしに毎月

掲載）であれば匿名でも受付けま

す。お気軽にご相談ください。

舌電

⑳3093

㈲2447

　　　　の　　　ひ

噺秋の川干
　　　火の元にご注．意鍵
　　　　　　しゅんせつ
　用水堀の土砂湊漂と補修工事の

ため秋の川干をいたします，，各家

庭においても周囲の溝払いなどご

協力ください。

　なお、期間中は、特に火の元に

気をっけましょう。

》期間　10月17日〔上）午後6時から

　　　　10月19日（月）午後5時まで

》区域　白石土地改良区管轄用水

　　　　路全域

氏　名

山崎俊男

小岩庄一

佐藤俊彦

佐藤一時

渡辺郁世

住　　　　所

白石市宇：延命寺北59
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白石市字上堰8－3

白石市益岡町1－17

白石市越河五賀宇
　　ノ1、里予作三前34

自石市字堂場前22

電　言舌

㈲2445

留5）2530

㈲1180

包8）2640

㈲2052

　　今月は児童手当の

　　　　　支給月ですサ
　今月は児童手当の支給月です。

昭和62年6月分から9月分までの

14か月分が振り込みになりますの
1で、今月の5日以降、該当する金
し

1融機関で受け取ってください。
レ

1　振り込まれていない場合は、市

民課市民係容25－2111（内線134）へ

ご連絡ください。

囹届出による

　　日本国籍の取得について

　昭和60年1月1日から改正国籍

法が施行され、日本人の子で一定

の条件を備えている外国人は、法

務大臣へ届け出ることによって日

本の国籍を取得することができる

ようになっています。

〔届出ができる条件〕

o昭和40年1月1日から昭和59年

　12月31日までに生まれたこと

○日本国民であったことがないこと

o出生の時に母が日本国民であっ

　たこと

o母が覗に（または死亡の時に）

　日本国民であること

〔届出ができる期間〕

　昭和62年12月31日までと限られ

　ていますので届出をしようとす

　る人は早めに相談してください。

〔問い合わせ先〕

　仙台法務局戸籍課

　魯022－225－5611（内線254）

たばこは市内で買いましょう！

★小さな親切の会・環境美fヒ，推進市民の会では、白石駅前の花壇に植えるツツジ200株を

　　求めています　　　　連絡先鴛26－2465松野金夫宅

劃消費生活展の開催について

　第17回消費生活展を農業祭と共

催で開催いたします。今回のテー

マは「訪問販売について」です。

同時に「不用品活用会」も開きま

すので、お誘い合わせのうえご来

場ください，、

・日時11月7日（土）9：00～16：00

　　　11月8日旧）9：00～14：00

・会場　白石市民会館

　　「不用品活用会」へ出品される

方は、希望価格を明記し、10月15

日までに市民課市民係までお・持ち

　ください。

※詳しくは、市民課市民係奮25－2

11！（内線B4）へどうぞ。

潮狂犬病予防注射及び

　登録（追加）の実施について

〉対象犬　生後91日以上で、4月

　以降予防注射、登録をしていな

　い犬（番犬，猟犬，座敷犬等す

　べての犬）

〉料金　一頭につき4，700円

〉日時及び会場

　昭和62年10月16日働
会　　場　　　　　　　時　　問

健康センター

中央公民館
大鷹沢公民館

臼川公民館
深谷公民館
福岡公民館
越河公民館
斎ll．1公民館

大平公民館

滝下会館
小原公民館

午前9：00～9：10

　9：30～9：40

　10：10～10：20

　10：40～皿50

　11：20～11：30

　11：50～12：00

午後1：30～1：40

　2：00～2：10

　2：30～2：40

　3：00～3：10

　3：40～3：51）

※狂犬病予防法に違反し、予防注

　射を受けさせない飼主は、3万

　円以下の罰金に処せられます。

※日程の都合のつかない飼主の方

　は、次の指定獣医師により予防

　注射を受け、保健衛生課（健康

　センター）で登録してください。

★加入しましょう労働保険．ρ

　労働者を1人でも雇用する事業

主は、労働保険（雇用保険・労災保

険）に加入しなければなりません。

　加入手続きは、労働保険事務組

合（商工会議所，商工会，事業協

同組合等）に委託すると便利です。

詳しくは、臼石公共職業安定所

費25－3107，大河原労働基準監督

署奮53－2154へど’うぞ。

番みやぎ木の住まいづ〈り
　　　　　助成事業のご案内

　県では、マイホーム（木造住宅）

の新築・購入をされる方のために

”木の住まいづくり助成事業”を

行っています。この制度は、住宅

金融公庫の融資とあわせて、金融

機関の住宅ローンを利用される方

に、その「住宅ローン」に対して

県が利子補給するものです。

　詳しくは、宮城県土木部住宅課

豊022－263－2111へどうぞ

★換気扇の訪問販売にご注意を館

　最近、東北電力㈱の社員を装っ

て、換気扇を訪問販売している人

がいます。東北電力では訪問販売

は一切しておりません。不審に思

ったら東北電力㈱白石営業所まで

ご連絡・ください。費25－2124

★『読者が選ぶ新目本観光地百選月

　　入選記念ステッカー頒布

　新日本観光地百選に『宮城蔵王』

が入選したのを記念してステッカ

ーを作成しました。

　宮城蔵王の観光開発によン）、蔵

王山麓の『まちおこし』を推進しま

しよう。

〉頒布価格　ステッカー　200円

レ頒布先及び間い合わせ先

　　　白石市字本鍛治小路13

　　　白石青年会議所倉24－4555

指定獣医節名

斎藤好
保科善久

住　　　所

白石市字半沢屋敷前73

白石市斎川字
　　御案内屋敷21

電話
㈱2235

㈲5954

☆移動相談所開設（無料　日時：

　場所1小原公民館　相談内容：

10月2日1金110：00～15：00

行政・人権・生活・消費生活

闘スタットレスタイヤ
　　　　　　モニター募集

　スタッドレスタイヤの性能確認

とその普及，より一層の脱スパイ

クを推進するため、次によりスタ

ッドレスタイヤモニターを募集し

ます。

レ調査期間　昭和62年12月1日か

　ら昭和63年3月31日まで

レ募集対象　市内に居住し、全輪

　にスタッドレスタイヤを新規に

　購入し、自家用乗用車を運転す

　る方

〉その他　お礼（薄謝）を差し上

　げます。

〉申込み・問い合わせ

　市保健衛生課環境衛生係

　雪25－2111（内線603）

閣白石市営住宅入居者募集
〈緑が丘〉11戸（3D　K）

　家賃14，500、15，500、18，000

　〈新　館〉8戸（3K，3D　K）

　家賃16，800、7，400、12，600

　〈寿　山〉1戸（2K）

　家賃5，100

　〈城　南〉1戸（3D　K）

　家賃23，000

　〈郡山＞1戸（3DK）

　家賃22，000

※随時受付して1．・ます。申込み・

問い合わせは、市役所建設課住宅

係倉25－2111（内線262，263）まで。

翻チャリティー

　　　ダンス・パーティのご案内

　恒例のチャリティダンスパーテ

ィを開催します。多数のご来場を

お待ちいたしております。

＞日時10月24日（一D18時30分～

〉会場　白石市市民会館大ホール

　なお収益金は、社会福祉協議会

へ寄贈いたします。　問い合せは

智25－2849鈴木まで

ノ6



1力麟議曝緻餐黄

　　ぎ痢譲圏炎纂襲峯谷1

　　　　　難重　　鰻

休日急患当番医
月日

10／4
10

11

18

25

11／1
3

内 斗奉

三1甫クリニック　（25）6854

柿崎医院（2512210
亘理医院（25）8501
刈田病院（25）2145

大沼医院㈲2502
広　瀬　医　院　（25）0238

三1甫クリニック　（25）6854

外 斗奉

刈田病院⑫5）2145
銭谷医院⑳2010
朝倉病院（25）210真

刈田病院（25）2145
宮城医院（圏2062
加藤（大）医院（％〉2653

堤医院⑫5）ll81
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っ
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　　　八宮荘敬老の式典
　9月9日、特別養護老人ホーム
八宮荘に併設されたデイサービス
センター吹上荘において敬老の式
典が行れました。ひかり幼稚園児
の特別出演による演技や、職員劇
『伊達政宗』などに楽しいひとと
きを過ごしました。

※都合により変更になる場合もあります。

定　例　相 談
（10月分）

☆
仮
性
近
視
が
増
え
て
ま
す

倫恥，謬灘麗訓

と轟，麟麟、騎．一

　o

　　　未来の東北博市町村デー出演

纏

　9月21日、自石市の市町村デ
に、臼石団七踊り、大町大神楽、
鷹ノ巣神明大神楽、坂谷山王神楽、

白石奴踊りの郷土芸能を各保存会
会員によって披露。温麺や蔵王わ
さびの展示即売、名所・旧蹟の紹
介に好評を博しました。

　墨
　　　　一■ク～　　　　　　銅、“
　　マ磯、・㌧　　　　「

簾能猷善

　　●

爵　
譲
　
　
講

　白石市老人スポーツ大会開かる
　市民体育館において、9月9日
に開かれた老人スポーツ大会に、

各地区から選抜された520人の精
鋭が参加。準備運動の後各種競技
に熱戦が展開されました。結果は、

優勝：大鷹沢チーム、準優勝：福
岡チーム、三位：大平チーム。

　　　圃人ロの動き　9月1日現在

穣談麗分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　　談

青少　年
相　　談

梼談目

15

15

15

15

5・26

15

15

　
　
金

妬
固
水

鰯
耳

リオン

15・29

、
！
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ー
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二

15

15

　
　
金

5
　
木

1
週
西

　
毎
肝

時　闘

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9130～
　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

1（1：00～

　15：00

9：00～

　17：〔）0

暢　　飯

自石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

自石市役所3階

第3会議室

臼石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

自石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
自石市役所4階
青少年相談

　　センター

人口42，451人男20，839人女21，612人世帯11

内　・溶．

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人問関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

664戸
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